
広報資料 

平 成 ３ ０ 年 ６ 月 ２ ７ 日 

京都市子ども若者はぐくみ局 

（担当 子ども若者未来部育成推進課 ７４８－００１６） 

公益財団法人京都市ユースサービス協会 

（担当 子ども・若者支援室 ７０８－５４３０） 

 

平成３０年度ＮＰＯ等民間団体の子ども・若者支援促進事業の採択について 

 

 京都市子ども・若者指定支援機関である公益財団法人京都市ユースサービス協会では，Ｎ

ＰＯ等の民間団体が実施する子ども・若者の社会的自立に資する事業を支援しています。 

 この度，「平成３０年度ＮＰＯ等民間団体の子ども・若者支援促進事業」に応募された特

定非営利活動法人その他の団体の事業について，下記のとおり助成対象として採択しまし

たので，お知らせします。 

 

記 

 

採択事業の概要 

団体名 事業名（事業種別） 事業概要 

 

エ イ ド ネ ッ ト

cafe 

 

 

エイドネット cafe 

・不登校，ひきこも

りの方の社会復帰

のための学び直し

サポート事業 

・不登校，ひきこも

りの方のご家族の

ためのサポート事

業 

・交流イベント，セ

ミナー事業 

 

（ピア交流） 

エイドネット cafe（通常活動２７回，屋外交流イベン

ト２回，セミナー１６回） 

 月２回２時間程，自習スペースを確保・開放し，常

勤職員や専門性の高い外部ボランティアによる「学び

直し」を通して，自己発見し復学・就労など一人ひと

りに合った社会復帰につなげるとともに，家族の理解

を深める。各世代のピアサポーターやボランティアを

募る。 

 参加者同士のコミュニケーションや講師の話題提供

により気づきを促し，「社会に貢献している」「人の役

に立った」「自分とは違う考えがあることを知る」とい

う経験を取り入れ，自己肯定感の再構築を積極的に促

していく。 

 

特定非営利活動

法人 

京都ＡＲＵ 

 

 

プログラムのブラ

ッシュアップ事業 

 

（ピア交流） 

羊毛フェルト（全１２回），太極拳（全１２回）等 

 ひきこもり状態を脱しようとする者や経験した者が

集まり，参加者間の交流を通じて緊張をほぐしながら

対人関係を構築し，継続的なプログラム参加により少

しでも自己を理解し肯定できるようになり，一般社会

へつながる力を身につけることを目標とする。 

 

 

 

 



団体名 事業名（事業種別） 事業概要 

 

特定非営利活動

法人 

京都教育サポー

トセンター 

 

「歩」プロジェクト

事業（あゆむプロジ

ェクト） 

 

（ピア交流） 

 

定期的実施活動（５３回以上） 

 「学食 walk」や「健康体操教室」等，年間を通して

繰り返し実施。一部はミーティングを実施し，参加者

が意見を出して決定するということも学びとして踏ま

えた活動とする。 

単発実施活動（４０回以上） 

 動こうとするきっかけをいろいろな形で提案し，少

しでも多くの人がひとつでも気になって参加してみよ

うと思えるように，飲食中心の交流活動から他団体イ

ベントの参加，社会活動，行事への参加等を実施し，

本人が社会の中で生きていく力につなげていく。 

 

特定非営利活動

法人 

恒河沙母親の会 

 

ピア交流事業（居場

所事業） 

 

（ピア交流） 

プログラミング教室，焚き火体験等（全２３回） 

 ニート，ひきこもり等，社会との接点を失いつつあ

る若者に対して，自宅以外で安心して過ごせる「居場

所」の提供を行うとともに，お互いに気持ちを共有し

ながらチームとして活動し体験することで，地域社会

との接点や地域社会の輪に入っていくことを目指す。 

 

社会福祉法人京

都老人福祉協会 

ワークパートナ

ーＹＵＩ 

 

安心ジョブチャレ

ンジ事業 

 

（安心ジョブチャ

レンジ） 

安心ジョブチャレンジ事業（全１５０回） 

 ひきこもり経験を有する若者，働くことへ自信が持

てない方等を対象に，農園作業，清掃作業，厨房作業，

リネン作業及び軽作業のいずれかを選択したうえで，

高齢者施設と障がい者が働く事業所を拠点に取り組む

ことで，当該施設の利用者の方々等との関わりを持っ

ていただき，コミュニケーション力の向上を養う。 

 

特定非営利活動

法人 

若者と家族のラ

イフプランを考

える会 

 

「アート・プロダク

ションⅤ」～あなた

の作品を製品に～ 

 

（安心ジョブチャ

レンジ） 

イラスト作品の製品化，展示販売イベント等 

 ひきこもり経験等による社会から孤立しがちな若者

を対象に，イラスト作品等の製品化，企画，販売につ

いて，専門家の指導に基づき参加者同士のグループ作

業による実務体験を行い，就労訓練・体験・スキルア

ップ・成功体験を目指す。 

 また，地域の多様な世代を対象としたワークショッ

プを開催し，地域交流を図るとともに，京都の歴史・

文化を学ぶ。 

 

東山区「不登校・

ひきこもりを考

える親の会」“シ

オンの家” 

 

封入作業と交流会

～社会参加へのス

モールステップ～ 

 

（社会体験活動） 

京都市ボランティアセンターが発行する月刊機関紙等

発送の封入作業及び作業への振返りと交流。（１１回） 

 社会参加が困難な若者の自宅以外の最初に参加でき

る居場所として，作業というプログラムがあることで，

会話が苦手な方でも安心してコミュニケーション中心

の居場所に参加してもらう。また，軽作業ではあるが

仕事へのイメージが持てる効果や自尊感情の向上も期

待される。 



（参考） 

「ＮＰＯ等民間団体の子ども・若者支援促進事業」は，社会生活を円滑に営むうえ

での困難を有する子ども・若者を支援する特定非営利活動法人その他の団体の実施す

る社会的自立に資する事業について，助成を行っています。 

   ・募集期間      ：平成３０年４月１日～４月２１日 

   ・選考委員会（面接審査）：平成３０年５月２２日 

 氏 名 職    名    等 

委員長 小野 恵以子 
社会福祉法人京都市社会福祉協議会 地域福祉推進室生活

支援部担当部長 

委 員 

松山 廉 公益財団法人京都市ユースサービス協会 事務局次長 

上田 廣久 京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部長 

村松 真理子 地域若者サポーター（登録サポーター） 

薗田 博司 
公益財団法人京都市ユースサービス協会 子ども・若者支援

事業統括 

   ・事業実施：平成３１年３月３１日まで 


